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(1) udm_int_sample1.f90

(2) udm_int_sample2.f90

(3) udm_part_sample1.f90

(4) udm_part_sample2.f90

(5) udm_Manager.f90

以下のサンプルコードを説明する

説明の箇所を変更することで、独自の
ユーザーコードを作成できる
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ファイル名に関するルール

相互作用を定義するファイル名は以下のようにする
udm_int_<Your File Name>.f90

粒子を定義するファイル名は以下のようにする
udm_part_<Your File Name>.f90

[Note]: makefile の udm_int_*.f90, udm_part_*.f90 

の箇所を変更することで、これ以外のファイル名をつけられる
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相互作用ファイル（udm_int_*.f90）に関して

ユーザーが主に変更する関数/サブルーチンは以下の２つ

function Xsec_per_atom(...)
相互作用の全断面積を定義する。


subroutine generate_final_state
相互作用の分布に基づき、相互作用の終状態をサンプリングする。
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粒子ファイル（udm_part_*.f90）に関して

ユーザーが主に変更する関数/サブルーチンは以下の３つ

function mass()
粒子の質量を定義する。


function lifetime()
粒子の寿命を定義する。


subroutine decay
粒子の崩壊を定義する。
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(1) udm_int_sample1.f90

電子または陽電子の入射によりユーザー定義粒子 (X) を放出させる

e + atom (Z,A) → e + X + ....

任意のモジュール名を定義する。

後述の udm_Manager.f90 内で
使用する。

この相互作用に対する Name を定義
する。これは、インプットファイル
内で使用する。

この相互作用を引き起こす
入射粒子の数。

この相互作用を引き起こす入射粒子
の kf-code.

この場合は、電子 (11) と陽電子 (-11)
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(1) udm_int_sample1.f90

インプットファイルの [user defined interaction] セクションに入力したパラメータは

ソースコードの中では、配列 Parameters(i) によって利用できる。

[ user defined interaction ]
  n_int = 2

$ Name               Bias    Parameters
  my_interaction_1   1       900000
  my_interaction_3   100     900000  1.1  2.2

（インプットファイルの入力例）

この値は、Name が my_interaction_1 のソースコード内
において、Parameters(1) として利用可能

Parameters(1)

Parameters(2)
Parameters(3)

（my_interaction_3 内において）
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(1) udm_int_sample1.f90

関数 Xsec_per_atom に１原子あたりの全断面積
を定義する。単位は barn.

この場合、入射粒子運動エネルギー (= Kin) が 
100 MeV 以下の場合は 0 barn.

入射粒子の kf-code は 
udm_kf_incident に
格納されている

入射粒子が電子の場合は、10-6 * Z barn,

陽電子の場合は、2 * 10-6 * Z barn.
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(1) udm_int_sample1.f90

generate_final_state で

終状態をサンプリングする。

ここでは Rejection sampling 
method が用いられている。

必要に応じて相互作用した
原子情報 (Z, A) を取得する

粒子Xのエネルギー (Kout) の
分布は別途定義されている

入射粒子の向きがZ軸と仮定し

終状態の運動量を計算する。

【必須】終状態の情報をセット
する前に配列を初期化する

この Kout が採用された

【必須】セットしたい終状
態の粒子数の数を指定する

【必須】1つ目の終状態（粒子X）の kf-
code、エネルギー、運動量を用意された
配列にセットする

【必須】2つ目の終状態（e+/e--）の kf-
code、エネルギー、運動量をセットする

【必須】セットした後に call する

前半
後半
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(2) udm_int_sample2.f90

udm_int_sample1.f90 と同様のコード。ただし、入射粒子がミューオンである。


μ + atom (Z,A) → μ + X + ....

【変更箇所】

入射粒子が μ- (13) と μ+ (-13).
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(3) udm_part_sample1.f90

任意のモジュール名を定義する。

後述の udm_Manager.f90 内で
使用する。

この粒子に対する Name を定義する。
これは、インプットファイル内で使用
する。

“(1) udm_int_sample1.f90” 等で生成される 粒子 X を定義する。
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(3) udm_part_sample1.f90

質量を 50 MeV に定義

寿命を 0.1 x 10-9 秒に定義

{
<latexit sha1_base64="yiLH8RrswGNTbqWflXYPSF0bg6A=">AAAB+HicbZDLSgMxFIbPeK31VnXpJlgEV2ValdqNFNy4rGIv0A4lk2ba0CQzJBmhDn0Dt7p2J259G5e+iel0EKv+EPj4zzmck9+PONPGdT+cpeWV1bX13EZ+c2t7Z7ewt9/SYawIbZKQh6rjY005k7RpmOG0EymKhc9p2x9fzerte6o0C+WdmUTUE3goWcAINta67SX9QtEtuanQXyhnUIRMjX7hszcISSyoNIRjrbu1yHgJVoYRTqf5XqxphMkYD2nXosSCai9JD52iY+sMUBAq+6RBqftzIsFC64nwbafAZqR/12bmf7VubIILL2Eyig2VZL4oiDkyIZr9Gg2YosTwiQVMFLO3IjLCChNjs1nY4otpPs2klgrNoXqWQa38nUmrUiqfls5vKsX6ZZZODg7hCE6gDFWowzU0oAkEAniEJ3h2HpwX59V5m7cuOdnMASzIef8CpcSUbg==</latexit>

decay サブルーチンで
崩壊パターンを定義

0~1の範囲で乱数を取得分岐比 50%

two_body_decay_uniform (kf1, kf2)        :  kf-code が kf1とkf2 の 2 体に崩壊させるサブルーチン

three_body_decay_uniform (kf1, kf2, kf3) :  kf-code が kf1, kf2, kf3 の 3 体に崩壊させるサブルーチン


（ただし、それぞれ崩壊粒子のスピンの向きは考慮されない）


この場合は、50% が２つの電子ニュートリノ (kf=12) に、50% が３つの電子ニュートリノに崩壊する（非物理的だ
がわかりやすさのため）
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(4) udm_part_sample2.f90

udm_part_sample1.f90 と同様のコード


ただし、質量と寿命は [ user defined particle] セクションで入力された値を用いる

[ user defined particle ]
  n_part = 1

$ Name           kfcode   Parameters
  my_particle_2  900000   100  1.0e-9

（インプットファイルの入力例）

...
...

Parameters(1) Parameters(2)
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(5) udm_Manager.f90

利用したいユーザーコードの情報を udm_Manager.f90 に記入する

{
<latexit sha1_base64="yiLH8RrswGNTbqWflXYPSF0bg6A=">AAAB+HicbZDLSgMxFIbPeK31VnXpJlgEV2ValdqNFNy4rGIv0A4lk2ba0CQzJBmhDn0Dt7p2J259G5e+iel0EKv+EPj4zzmck9+PONPGdT+cpeWV1bX13EZ+c2t7Z7ewt9/SYawIbZKQh6rjY005k7RpmOG0EymKhc9p2x9fzerte6o0C+WdmUTUE3goWcAINta67SX9QtEtuanQXyhnUIRMjX7hszcISSyoNIRjrbu1yHgJVoYRTqf5XqxphMkYD2nXosSCai9JD52iY+sMUBAq+6RBqftzIsFC64nwbafAZqR/12bmf7VubIILL2Eyig2VZL4oiDkyIZr9Gg2YosTwiQVMFLO3IjLCChNjs1nY4otpPs2klgrNoXqWQa38nUmrUiqfls5vKsX6ZZZODg7hCE6gDFWowzU0oAkEAniEJ3h2HpwX59V5m7cuOdnMASzIef8CpcSUbg==</latexit>

利用したい全てのモ
ジュールを並べる

use  <モジュール名>,  caller_<モジュール名>   =>  caller
のように記入する

{
<latexit sha1_base64="yiLH8RrswGNTbqWflXYPSF0bg6A=">AAAB+HicbZDLSgMxFIbPeK31VnXpJlgEV2ValdqNFNy4rGIv0A4lk2ba0CQzJBmhDn0Dt7p2J259G5e+iel0EKv+EPj4zzmck9+PONPGdT+cpeWV1bX13EZ+c2t7Z7ewt9/SYawIbZKQh6rjY005k7RpmOG0EymKhc9p2x9fzerte6o0C+WdmUTUE3goWcAINta67SX9QtEtuanQXyhnUIRMjX7hszcISSyoNIRjrbu1yHgJVoYRTqf5XqxphMkYD2nXosSCai9JD52iY+sMUBAq+6RBqftzIsFC64nwbafAZqR/12bmf7VubIILL2Eyig2VZL4oiDkyIZr9Gg2YosTwiQVMFLO3IjLCChNjs1nY4otpPs2klgrNoXqWQa38nUmrUiqfls5vKsX6ZZZODg7hCE6gDFWowzU0oAkEAniEJ3h2HpwX59V5m7cuOdnMASzIef8CpcSUbg==</latexit>

利用したい相互作用を
並べる

call  caller_<モジュール名>(action,index)
のように記入する

{
<latexit sha1_base64="yiLH8RrswGNTbqWflXYPSF0bg6A=">AAAB+HicbZDLSgMxFIbPeK31VnXpJlgEV2ValdqNFNy4rGIv0A4lk2ba0CQzJBmhDn0Dt7p2J259G5e+iel0EKv+EPj4zzmck9+PONPGdT+cpeWV1bX13EZ+c2t7Z7ewt9/SYawIbZKQh6rjY005k7RpmOG0EymKhc9p2x9fzerte6o0C+WdmUTUE3goWcAINta67SX9QtEtuanQXyhnUIRMjX7hszcISSyoNIRjrbu1yHgJVoYRTqf5XqxphMkYD2nXosSCai9JD52iY+sMUBAq+6RBqftzIsFC64nwbafAZqR/12bmf7VubIILL2Eyig2VZL4oiDkyIZr9Gg2YosTwiQVMFLO3IjLCChNjs1nY4otpPs2klgrNoXqWQa38nUmrUiqfls5vKsX6ZZZODg7hCE6gDFWowzU0oAkEAniEJ3h2HpwX59V5m7cuOdnMASzIef8CpcSUbg==</latexit>

利用したい粒子を

並べる

call  caller_<モジュール名>(action,index)
のように記入する


